
 2010年度第1～2四半期累計決算の概要 （単位：億円 △損失､減少）

　

【連結損益計算書】 進捗率(%)

収　益 17,177     16,511     ・

売上総利益 5,053      4,400      10,800     46.8%

その他の収益（△費用）

販売費及び一般管理費 3,884  △ 3,820  △ ・ 売上総利益：（増減分野及び商品等） 8,150  △ 47.7%

貸倒引当金繰入額 10  △     43  △     繊維/増益(456→608)：㈱ｼﾞｬｳﾞｧﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ及び㈱ﾚﾘｱﾝ連結子会社化により増益 50  △     20.8%

金利収支 91  △     132  △   機械/増益(240→252)：自動車取引回復により増益 250  △   36.2%

受取配当金 121         104         情航/減益(617→609)：産業機械関連事業、情報通信関連事業取引減少により減益 200         60.3%

（金融収支） 30)(        28)(△     金ｴﾈ/増益(576→1,004)：石油製品取引ではｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ不調に伴い減益となったもの 50)(△     －

投資及び有価証券に係る損益 104  △   52             　　 の、金属資源、ｴﾈﾙｷﾞｰ価格上昇に加え、金属資源販売数量増加等もあり増益

固定資産に係る損益 65          20          生化/増益(518→588)：化学品市況が堅調であったことに加え、ﾊﾟﾙﾌﾟ、天然ｺﾞﾑ価格  △450 －

－ 91              　　上昇及び昨年来の日米住宅市況底打ち感もあり増益

その他の損益 34  △     26          食料/増益(1,713→1,722)：猛暑の影響等による食品流通関連での取扱増加等に

その他の収益（△費用）計 3,939  △ 3,704  △    　　 より増益 8,700  △ 45.3%

税引前利益 1,115      696         2,100      53.1%

法人税等 411  △   312  △   1,000  △ 41.1%

税引後利益 704         384         1,100      64.0% （主な黒字･赤字会社）  　 (連)：連結子会社 （持)：持分法適用関連会社

持分法による投資損益 377         208         ・ 販売費及び一般管理費：既存連結対象会社の経費減少、連結除外に伴う減少、 650         57.9% 黒　字　会　社　利　益 1,220          687            

四半期純利益 1,080      592         　　並びに前年度株式市況回復に伴う年金資産運用改善により退職給付費用が減 1,750      61.7% (内、黒 字 事 業 会 社) 1,132          640            

非支配持分帰属四半期純利益 50  △     39  △     　　少するも、繊維2社の連結子会社化により増加 150  △   33.6% (内、黒字海外現地法人) 88              47              

当社株主帰属四半期純利益 1,030      553         ・ 貸倒引当金繰入額：一般債権に対する貸倒引当金の減少等 1,600      64.4% 赤　字　会　社　損　失 99  △        166  △       

（参考） (内、赤 字 事 業 会 社) 98  △        163  △       

売上高　① 56,688     48,020     ・ 115,000 49.3% (内、赤字海外現地法人) 0  △          3  △          

（売上総利益率） 8.9%)(      9.2%)(      9.4%)(      1,122          521            

営業利益　② 1,159      537         2,600      44.6% 73.3%          66.2%          

実態利益　④  (注1) 1,576      760         3,250      48.5% 299社)(       280社)(       

(連 結 対 象 会 社 数 合 計) 408社)(       423社)(       

【連結包括損益計算書】 ・ （注4）当社及び当社の海外現地法人が直接投資している会社を表示しております。

四半期純利益 1,080      592         

・ ﾊﾞｰｹﾞﾝﾊﾟｰﾁｪｽ取引に係る利益：前年同期のｼｰｱｲ化成㈱、伊藤忠ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱

　為替換算調整額 481  △   849         　　の支配獲得に伴う利益計上の反動

　年金債務調整額 13          19          総資産 54,598        54,768        

　未実現有価証券損益 68  △     291         ・ その他の損益：子会社での為替換算評価損益の悪化及び雑損益の悪化等 有利子負債 21,927        22,093        

　未実現デリバティブ評価損益 19          19          　 NET 有利子負債 17,229        17,261        

518  △   1,179      　 株主資本（当社株主帰属分） 11,194        10,984        

包括損益 562         1,771      資本合計 13,227        13,114        

非支配持分に帰属する包括損益 39  △     65  △     株主資本比率　（注5） 20.5%          20.1%          

当社株主に帰属する包括損益 523         1,706      NET DER （倍） （注5） 1.54倍 1.57倍 

当社株主帰属四半期純利益・実態利益推移

 345         215        営業活動によるCF 1,176          1,027          

 1,034      477        投資活動によるCF 1,163  △    1,346  △    

 88          44         財務活動によるCF 480  △       560  △       

（海外事業損益比率） 76%)(       43%)(        4-9月平均 89.93           金利 （円TIBOR 3M/4-9月平均） 0.385%        

 期末日 83.82           金利 （US$LIBOR 3M/1-6月平均） 0.346%        

 1-6月平均 90.98           4-9月平均 78.22          

 期末日 88.48           1-6月平均 78.36          

当社株主帰属四半期純利益の会社区分別内訳推移

2010年度第1～2四半期累計 連結決算ハイライト （米国会計基準）
2010年11月1日

伊藤忠商事株式会社

オペレーティング
セグメント情報

当社株主帰属四半期純利益 【当社株主帰属四半期純利益】　主たる増減要因

（注3） 営業利益については、「平成23年3月期　第2四半期決算」
　　　　 添付資料P. 17-18参照

(参考) 営 業 利 益

2010年度
1-2Q累計

10  ＋  

2009年度
1-2Q累計

前年同期比
2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

            40 25  ＋        

前年同期比

繊維 71              71              0  △          営業利益の増加があったものの、持分法投資損益減少等により横ばい 87        77        

保有有価証券評価損の計上があったものの、営業利益の改善及び受取配当
金増加等により増益

43        13  △  56  ＋  

経　営　成　績
2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

前年同期比 主たる増減要因 通期見通し

情報通信・航空電子 46              

機械 65              

12              34  ＋        
営業利益はほぼ横ばいであったものの、主として持分法投資損益の増加等
により増益

65        64        0  ＋    

666  ＋     収益：金属資源、ｴﾈﾙｷﾞｰ価格上昇に加え、金属資源販売数量増加もあり増収とな
    　った金属･ｴﾈﾙｷﾞｰ、前年度下半期での㈱ｼﾞｬｳﾞｧﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ及び㈱ﾚﾘｱﾝ連結
　　  子会社化により増収となった繊維、天然ｺﾞﾑ、ﾊﾟﾙﾌﾟ価格上昇、天然ｺﾞﾑ販売数量
      増加、化学品価格上昇により増加となった生活資材･化学品等において増収

金属・エネルギー 629            261            369  ＋       
営業利益の増加に加え、LNG関連の受取配当金の増加、固定資産損益の
増益及び持分法投資損益の増加等により大幅増益

618      167      452  ＋ 
653  ＋     

生活資材・化学品 139            81              57  ＋        
前年同期のｼｰｱｲ化成㈱の支配獲得に伴う利益計上(ﾊﾞｰｹﾞﾝﾊﾟｰﾁｪｽ益等)の
反動があったものの、営業利益の増加と持分法投資損益の増加等により増益

193      126      67  ＋  
64  △      

33  ＋      
食料 154            185            31  △        

営業利益及び持分法投資損益は増加したものの、前年同期の投資有価
証券売却益の反動等により減益

232      212      20  ＋  
41  ＋      

17  ＋      
金融・不動産・保険・物流 2               23              22  △        

営業利益は改善したものの、前年同期の伊藤忠ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱の支配獲得に
伴う利益計上(ﾊﾞｰｹﾞﾝﾊﾟｰﾁｪｽ益等)の反動及び投資有価証券損益の悪化等
により減益

6  △    23  △  17  ＋  
58)(＋      

156  △     
その他  △       76  △      121 44  ＋        

保有有価証券評価損の計上があったものの、前年度には社内税金制度の
変更に伴う一過性の税金負担があったことの反動等により増益

74  △  73  △  0  △    
45  ＋      

子会社取得におけるバーゲン
パーチェス取引に係る利益 91  △      

合計 1,030          553            476  ＋         1,159     537 ＋ 622
60  △      

235  △     

418  ＋     黒字・赤字会社損益
（事業会社＋海外現地法人）

2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

金不保物/ほぼ横ばい(167→166)：不動産関連事業の持分法適用関連会社化によ
　　　  る影響及びﾏﾝｼｮﾝ･戸建販売事業での一部の分譲ﾏﾝｼｮﾝに対する評価損計上
        があったものの、金融･物流関連事業の増益によりほぼ横ばい

前年同期比 事業会社（取込損益）
2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

主たる増減要因
99  △      

319  ＋     

169  ＋     533  ＋       ITOCHU Minerals & Energy
of Australia Pty Ltd  (IMEA)

470            145            
金属資源価格上昇及び販売数量増加により
増益488  ＋     492)(＋       

12  △      41)(＋        ITOCHU Oil Exploration
(Azerbaijan) Inc.

53              14              油価上昇により増益
476  ＋     68  ＋        

65)(＋        
日伯鉄鉱石㈱ 37              10              販売数量増加及び販売価格上昇により増益

8,668  ＋  金融収支：ﾄﾞﾙ･円金利率低下を主因とした金利収支の改善、LNG関連投資からの
　　配当金の増加＋19等

3)(＋          

0.2%)(△    合 　 　 　　 計 601)(＋       
伊藤忠都市開発㈱ 21  △        11  △        

一部の郊外立地のﾏﾝｼｮﾝ･戸建分譲事業の
販売低迷に加え、評価損の計上もあり減益622  ＋     

投資及び有価証券に係る損益：株式評価損増加△54、株式売却益減少△131、
　　事業整理損他＋29

黒　字　会　社　率 7.1%  ＋      

816  ＋     （黒　字　会　社　数） 19社)(＋     
伊藤忠ﾍﾟﾄﾛﾘｱﾑ㈱  △         6              2 石油製品取引のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ不調に伴い減益

15社)(△     

488  ＋     配当状況
（１株当たり）

財　政　状　態
2010年
9月末

固定資産に係る損益：保有資産(石炭権益等)の売却があったことによる増加等

2010年
3月末

前年度末比  主たる増減要因
2011年3月末

見通し

1  △        

その他の包括損益(税効果控除後)：

1,331  △  

7  △        

21,000        

12,000        

58,000        

359  △     166  △       25,000        

年間
(予想)

18円
171  △        総資産：現預金減少、金属･ｴﾈﾙｷﾞｰ、金融･不動産･保険･物流、食料等にて今後の需要

    を見込んだたな卸資産増加、並びにｳﾗﾝ関連での新規投資による増加があるも、金属･

　　ｴﾈﾙｷﾞｰ及び情報通信･航空電子等において営業債権回収が進んだことに加え、主に

　　米ﾄﾞﾙ･豪ﾄﾞﾙ等主要通貨に対し円高が進行した影響等もあり、前年度末比減少

 株主資本：当社株主帰属四半期純利益の積上げがあるも、配当金支払いによる減少、

　　円高に伴う為替換算調整額悪化、株式市況下落による未実現有価証券損益悪化等に

　　加え、子会社である㈱日本ｱｸｾｽ株式の追加取得に伴い発生したのれん相当額を資本

　　取引(資本剰余金の減少)として処理したこともあり、前年度末比210億円増加。この結

　　果、株主資本比率(注5)は前年度末比0.4ﾎﾟｲﾝﾄ増加の20.5%、NET DER(注5)は1.5倍

その他の包括損益(税効果控除後)計 1,697  △  持分法による投資損益：伊藤忠丸紅鉄鋼㈱＋41、日伯紙ﾊﾟﾙﾌﾟ資源開発㈱＋33、

　　日伯鉄鉱石㈱＋27、ITOCHU Minerals & Energy of Australia Pty Ltdの持分法に
    よる投資損益＋28、㈱ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ＋5等

210  ＋       

1,209  △  114  ＋       

中間 9円
32  △        

0.4%  ＋      

14,300        

26  ＋      20.7%          

1,183  △  （注1）実態利益＝売上総利益＋販売費及び一般管理費＋金融収支＋持分法による投資損益 0.03 改善 1.75倍 
　（注5）当該指標計算に用いる｢株主資本｣は､当社に帰属する株主資本(非支配持分控除後)の金額を使用しております。

当社株主帰属四半期純利益
の会社区分別内訳

2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

前年同期比
　              ：実態利益
　              ：当社株主
                  帰属純利益

キャッシュ・フロー
2010年度
1-2Q累計

単 体 130  ＋      営業活動CF：
     海外資源及び食料関連の取引等において、営業取引収入が堅調に推移し、ﾈｯﾄ入金
 投資活動CF：
     資源開発関連における追加の設備投資及びｳﾗﾝ関連株式取得等により、ﾈｯﾄ支払
 財務活動CF：
     子会社である㈱日本ｱｸｾｽ株式の公開買付けに伴う支出及び配当金の支払い等により、ﾈｯﾄ支払

事 業 会 社 557  ＋     

海 外 現 地 法 人 44  ＋      

連 結 修 正 183  △   

当社株主帰属四半期純利益

2009年度
1-2Q累計

4,245          5,477          

主要内訳

511)(△       811)(△       

437  △   255  △     現金･現金同等物期末残高

 1,030      553        476  ＋     （前年度末比増減額）

内、海外事業損益  780         240        541  ＋     　　　       　：単体
　　　     　  ：事業会社
　　       　  ：海外現法
　           　：連結修正

主要指標
2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

変動幅 主要指標
2010年度
1-2Q累計

2009年度
1-2Q累計

変動幅

32%)(        

為替レート
(\/US$)

3月決算会社
96.34          6.41  △        0.574%        0.189%  △   

(注2) 海外事業損益は、海外現地法人及び海外事業会社の損益合計に、
　　　　親会社の海外支店及び収益源が海外にある特定海外事業のため
　　　　日本に設立された会社の損益を加えたものです。

93.04          

3.24  △        ブレント原油
（US$/BBL）92.10          3.62  △        

当第2四半期連結累計期間の｢営業利益｣は、全営業セグメントで増益を達成し、前年同期比2倍超の1,159億円、「実態利益」も前年同期比2倍超の1,576億円、「当社株

主帰属四半期純利益」は前年同期比2倍に迫る1,030億円。通期見通しにおける「当社株主帰属当期純利益」1,600億円に対しては64％の進捗となった。

セグメント別では、金属･エネルギーが369億円増益の629億円、生活資材･化学品が57億円増益の139億円、情報通信･航空電子が34億円増益の46億円、機械が25億

円増益の65億円となり、前年同期に比べて大幅に増益。繊維も前年同期並みの71億円。他方、食料及び金融･不動産･保険･物流においては前年同期での一過性利益

の反動から減益となるも、食料は154億円を確保、金融･不動産･保険･物流は、当第1四半期では赤字であったのに対し、当第2四半期累計では黒字に転換。

分野別比率では、資源･エネルギー関連が61％、生活消費関連が28％、その他が11％。

事業会社損益･海外現地法人損益を合わせた子会社･関連会社の損益は、黒字額の増加、赤字額の減少により、これも前年同期比2倍超、601億円増益の1,122億円を

達成。金属･エネルギーのみならず、生活資材･化学品、食料をはじめ、6つのセグメントで2桁の増益となった。

株主資本は前年度末比210億円増加の1兆1,194億円、株主資本比率は20.5％、NET DERは1.5倍となった。

52.71          25.65  ＋    

9.22  △        1.044%        0.698%  △   

64.37          13.85  ＋    
12月決算会社

94.22          

③

09/12

10/9

10/6

③

(注2)

(連)

(連)

(連)

(連)
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